























中 村 統 大
脳の神経卵胞は個々の動作は単純であるが､互いに絡み合い競合する事により驚くべき能
力を発揮するネットワークを形成する｡本論文では､記憶された各パターンを順次連想回復
するシステムに関心を持ち､特にBuhmannとshultenが提出したモデルについて解析する｡
各細胞の状態 (発火 ･休息)をスピンと対応づける時､記憶回復のLimitcycle解出現の
ためにはスピン間相互作用はある種の非対称性を持つ事が必要である｡ 各記憶パターンにも
制限を加えた彼らのモデルの結論は有限温度でのみLimitcycle解が存在するという事で
あったが､絶対 0度でもそれが存在する条件を導き､有限温度での数値計算によりLimit
cycle出現の温度領域と結合パラメータの関係を調べる｡
2.離散的写象におけるカオス
豆 原 彰
近年､カオスの研究はさかんに行われているが､いまだ十分に解明されてはいない｡しか
し､1次元の離散的な写像については (十分ではないが)ある程度はわかってきた｡そして
それは､ごく単純なモデルにおいてさえそれが非線形でありさえすれば十分複雑な振舞を示
すことを教えてくれた｡しかし､実際におこる現象はさらに自由度が大きいものと思われる｡
そこで多自由度カオスを研究する目的で､カ.*スを生むような一次元の写像をたくさん結合
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